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板橋区の環境保全対策

～｢エコポリス板橋」の実現めざして～

板橋区資源環境部
環境保全課

板橋区の概要板橋区の概要
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板橋区名由来
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現在の板橋

板橋区の規模

自治体種別 特別区

面積 32 17 k㎡（23区中９番目）面積 32.17 k㎡（23区中９番目）

人口 534,957人(23区中７番目）

世帯数 275,320   世帯

予算規模 １，７０６億３千万円 (平成２１年度一般会計予算)

内資源環境費８８億９千万円

区政施行 昭和7年10月1日（１９３２年）区政施行 昭和7年10月1日（１９３２年）

産業 農業 ２４７３ａ（平成１８年耕地面積）

工業 6９８１億万円（平成１９年製造品出荷額等）

商業 1兆5438億円（平成１６年販売額）
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区の木「ケヤキ」区の木「ケヤキ」（昭和（昭和5555年年11月月11日指定）日指定）

区の花「ニリンソウ」区の花「ニリンソウ」（昭和（昭和5555年年1010月月44日選定）日選定）

ニリンソウの自生地（赤塚公園）

川中美幸も歌っています
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区の鳥「ハクセキレイ」区の鳥「ハクセキレイ」 （平成（平成1414年年1010月月11日制定）日制定）

１ 環境問題の変遷

工場公害
明治期から高度成長期 七色の川明治期から高度成長期 七色の川

エコポリス板橋環境都市宣言

自動車公害
大和町交差点 NO２全国ワースト１

（平成14年度（２００２年））（平成14年度（２００２年））

地球環境問題
水環境 ヒートアイランド 地球温暖化
ゴミ カラス
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板橋区の工場公害

明治時代から

高度経済成長期
昭和４０年代まで

（１９６５年）

大和町交差点

現在の大和町交差点現在の大和町交差点旧大和町交差点旧大和町交差点 現在の大和町交差点現在の大和町交差点

平成14年度
二酸化窒素（ＮＯ2） 全国ワースト1
SPM 全国ワースト3

平成19年度
二酸化窒素（ＮＯ2） 全国ワースト4位
SPM   環境基準達成
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エコポリス板橋環境都市宣言

エコポリスセンター
平成7年（１９９５年）開設

環境学習の拠点

環境情報の発信基地

リサイクル工房

屋上・壁面緑化

二重壁面
太陽光発電機・温水器

風力発電
（クリーン電力証書システム）

燃料電池⇒マイクロガスタービン

リサイクルサロン

エコポリスセンター
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ゴア副大統領からのメッセージ

副大統領執務室
ワシントン

１９９７年１１月２６日
親愛なるエコポリス・センターおよびジュニア・エコ・クラブのメンバーの皆様

板橋の全小学校をつなぐ環境教育ネットワークの完成を機に、私の心からのお祝いを申し
上げたいと思います。

日本とアメリカは長い協力の伝統があり この協力の伝統の上にた て 日本でＧＬＯＢＥ日本とアメリカは長い協力の伝統があり、この協力の伝統の上にたって、日本でＧＬＯＢＥ
プログラムが成功したことを大変喜ばしく思います。ＧＬＯＢＥは、アメリカ、アジアそして全世
界の生徒、教師、科学者が一丸となって、我々の共有する環境についての研究を共同で行う
ことを可能とするものです。ＧＬＯＢＥに参加する生徒たちは、実地の科学観測を行い、その
データを世界中の科学界に報告し、そして互いに地球環境のイメージを交換しあい、科学者
からのフィードバックを受けとり、教室で環境問題を勉強します。ＧＬＯＢＥプログラムは、また、
生徒同士が影響を与え合い、それぞれの歴史や文化について学ぶことを可能とするもので
す。若者たちは明日を担う我々の希望であり、私は、生徒がＧＬＯＢＥプログラムに参加する
ことが、来るべき世代のための地球環境の改善に役立つものと確信します。

いままでのところ、６０か国以上がＧＬＯＢＥプログラムに参加しています。私は、今後、もっいままでのところ、６０か国以上がＧＬＯＢＥプログラムに参加しています。私は、今後、もっ
と多くの国々がこの重要な国際的取組に参加することを確信しています。最後になりました
が、私たちが力を合わせることは、地球環境に対する意識を向上させ、地球に関する科学的
理解の前進に大きく貢献することになるでしょう。

心よりご挨拶申し上げます。私たちが力を合わせれば、この私たちの惑星の今後を変える
ことができます。

敬具、
アル・ゴア
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ゴア元副大統領から届けられたお礼のメッセージです
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板橋区の環境マネジメントシステム板橋区の環境マネジメントシステム

● １９９９（平成１１）年２月● １９９９（平成１１）年２月
板橋区ＩＳＯ１４００１認証取得。

● ２００１（平成１３）年度
小中学校及び幼稚園に適用範囲拡大。

● ２００３（平成１５）年度

清掃事務所適用範囲拡大。区内の全施設が適
用範囲になりました用範囲になりました。

● ２００６（平成１８）年１月
ＩＳＯ１４００１：２００４年版での認証取得。

区の継続的環境負荷低減活動を実践しています。

板橋区基本計画

２ 板橋区の環境施策体系

板橋区基本計画

板橋区環境基本計画 地球温暖化対策
推進法

板橋区都市計
画マスタープ
ラン、板橋区
緑の基本計画

など

板橋区地球温
暖化防止地域
推進計画

整合・連
携

(国)京都議定書目標
達成計画
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３ 板橋区の環境施策と歴史
公害課設置（昭和44年（１９６９年））
自動車公害対策（昭和63年（１９９８年）～）
快適環境ガイドライン策定（平成3年（１９９１年））
リサイクル条例（平成4年（１９９２年））リサイクル条例（平成4年（１９９２年））
「エコポリス板橋」環境都市宣言（平成5年（１９９３年））
アジェンダ21いたばし策定（平成6年（１９９４年））
エコポリスセンター開設（平成7年（１９９５年））
エコポリス板橋クリーン条例（平成11年（１９９９年））
ISO14001認証取得（平成11年（１９９９年））
環境基本計画（平成11年（１９９９年））環 本
地球温暖化防止地域推進計画（平成17年（２００５））
地下水及び湧水を保全する条例（平成19年（２００７））

湧水保全地域指定（２箇所） （平成２０年（２００８））
環境基本計画（第二次）（平成21年（２００９））

４４ 資源環境部の組織資源環境部の組織
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５５ 板橋区の水環境保全に板橋区の水環境保全に
向けた取り組み向けた取り組み

 

東京都環境確保条例による揚水規制

対 地下水を採取する全ての揚水施設対
象

地下水を採取する全ての揚水施設

規
模

揚水施設の出力が３００Wを超える揚水施
設

規制項目 吐出口断面積６ｃｍ²を超える揚水施設
ストレーナーの位置

吐出口断面積６ｃｍ²以下の揚水施設
揚水量 揚水機出力揚水量、揚水機出力

地
域

都内全域（奥多摩町、檜原村、島しょを除
く）

持続可能な地域をつくる日本の環境首都コンテスト　勉強会 
「板橋区の環境保全対策」



13

地下水位変動

 

板橋区の湧水

持続可能な地域をつくる日本の環境首都コンテスト　勉強会 
「板橋区の環境保全対策」



14

板橋区地下水及び湧水を保全する条例
（平成１９年４月１日施行）

条例前文条例前文

板橋区は、武蔵野台地と荒川低地とからなる起伏に富ん
だ地形を有し、古くから湧水があり、みどりと水の自然環境
が残されている。しかし、近年都市化による地表の被覆や
地下水脈の分断により、地下水及び湧水への影響が深刻
になりつつある。

板橋区は、人と環境が共生する都市「エコポリス板橋」を
実現し、良好な環境を次の世代に継承していくために、区
民や事業者等と連携して、健全な水循環を取り戻し、区民
共有の貴重な資源である地下水及び湧水を保全するため、
この条例を制定する。

条例の特徴

（１）既設井戸利用届と揚水制限

（２）各主体の責務

（３）大口地下水利用者に水位及び地盤沈下測定、報告の

義務化

（４）湧水保全地域の指定

（５）工事費用等の補助

（６）地下水及び湧水の保全に係る計画

（７）勧告・公表・命令・罰則
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湧水・地下水保全施策湧水・地下水保全施策

雨水浸透ます（無料設置）

雨水貯留設備（補助金）

湧水保全地域の指定

雨水貯留設備（補助金）

駐車場等透水性舗装

雨水流出抑制指導(大規模住宅)

地下水及び湧水保全検討会の設置

条例第11条に規定する湧水保全地域の指定について検討す
るために 地下水及び湧水保全検討会を設置し 学識経験

湧水保全地域の指定湧水保全地域の指定（平成（平成2020年年33月月3131日決定）日決定）

るために、地下水及び湧水保全検討会を設置し、学識経験
者２名、関係行政機関の職員３名の委員５名とオブザバーの
方１名を加えて検討会 を三回開催。

検討項目は、「板橋区の地下水及び湧水の現状、検討候補地
の調査報告、検討候補地の現状視察等」である。

最終検討会において二箇所の湧水保全地域が候補に推薦
され 平成20年3月31日区長決定の運びとなったされ、平成20年3月31日区長決定の運びとなった。

委 員 長 田 中 正 筑波大学大学院生命環境科学研究科教授
委 員 守 田 優 芝浦工業大学工学部土木工学科教授
委 員 森 田 泰 夫 板橋区資源環境部長
委 員 西 谷 昭比古 板橋区都市整備部長
委 員 弓削多 栄 板橋区土木部長
オブザーバー 川 島 眞 一 東京都土木技術センター
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「不動の滝」

湧水保全地域に決定！

赤塚不動の滝保全対策赤塚不動の滝保全対策

雨水浸透ます設置 ７軒 ２２基

駐車場透水性舗装 ２箇所

雨水流出抑制指導住宅 ３施設

その他

農地保全・緑地保全の推進農地保全・緑地保全の推進
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志村城山公園志村城山公園

湧水保全地域に決定！

志村城山公園保全対策志村城山公園保全対策

雨水浸透ます設置 １軒 １０基

駐車場透水性舗装 ４箇所

雨水流出抑制指導住宅 ３施設

その他

小学校校庭の透水化・緑地保全の推進小学校校庭の透水化・緑地保全の推進
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６ 緑のカーテン（壁面緑化）普及・啓発

板橋区本庁舎
南館

氷川児童館

高島平くるみ保育園

蓮根ロータス商店街
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イクレイ世界大会２００９（カナダ・エドモントン市）

板橋区環境教育カリキュラム板橋区環境教育カリキュラム
-- 板橋の子どもたちに「豊かな学び」と「確かな育ち」を板橋の子どもたちに「豊かな学び」と「確かな育ち」を --

板橋区教育委員会指導室板橋区教育委員会指導室
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⼩中⼀貫カリキュラムで系統的な⼩中⼀貫カリキュラムで系統的な
環境教育環境教育

板橋区環境教育カリキュラム板橋区環境教育カリキュラム 成成 年年 ⽉策定⽉策定板橋区環境教育カリキュラム板橋区環境教育カリキュラム 平成平成2020年年22⽉策定⽉策定

カリキュラムのコンセプト

多様性多様性
つながりつながり
かかわりかかわり

地球規模で考え地球規模で考え
足元から行動する足元から行動する

（２）三期で系統的な学び（２）三期で系統的な学び

認識・問題把握期（⼩学校５･６認識・問題把握期（⼩学校５･６､､中学校１年中学校１年
⽣）⽣）

評価・意思決定期（中学校２･３年⽣）評価・意思決定期（中学校２･３年⽣）

感受期（⼩学校３・４年⽣）感受期（⼩学校３・４年⽣）
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（３）板橋区環境教育テキスト「未来へ」（３）板橋区環境教育テキスト「未来へ」

環境と共生する都市

「エコポリス板橋」をめざして「エコポリス板橋」をめざして
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